
項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

第６章　環境・自然 第２節　みどりの保全・公園の整備

H29年度に改善した点

有益
な
もの

有害
な
もの

期間 0.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H27年度～ 7,212千円 臨時職員 0.00 人

H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

50 33

50

市街地やその周辺のみどりの永続的な保全を図る
ため、保存樹木等に対する損害賠償責任保険への
加入や保全管理費用の助成による所有者への支援
を行う。また、保存樹木等の指定制度について市民
に周知し、新たな保存樹木等の指定を行うとともに、
市民の保存樹木等の保全に対する関心を高める。

0.75 人
非常勤
特別職

0.00 人 50 35

臨時職員 0.00 人

①6本

②3箇所

H29年度目標

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 6,028千円 2,197千円

①保存樹木の樹木管理推進事
業
②保存樹林の樹林管理推進事
業

ふるさとの樹の指定本数

目標設定の考え方・根拠

B

補助金制度については、所有者か
ら一定の評価は頂いているが、実
際の制度利用となると、本人の費
用負担が大きい事等の事情によ
り、予定数には至っていない。

H29年度に改善した点

本事業中、最も希少価値の高い、ふるさとの樹
の本数を指標とした。

市内登録業者に、保存樹木等の所有者
へ、補助金の存在をアピールするよう依頼
をした。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

市街地にある、指定が掛かっていない樹
木の調査を行い、保存樹木制度について
更なる周知を図り、新規発掘を行う。

・新規発掘が出来なかったため
・高年齢化もあり、維持管理が厳しくなって伐採
してしまったため

H28決算額

H29決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市保
存樹木等支援事業補助金交付要綱

5,209千円 2,123千円

指標名

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

保存樹木等指定促
進事業

根拠法令 H29予算現額

6,431千円

将来都市像｢所沢発　みどりと笑顔にあふ
れる｣まちにしていくために、緑地保全制度
の指定及び公有地化によるみどりの保全
の取り組み を進める。 

H24年度～ 9,758千円 臨時職員 0.00 人

19,723千円 臨時職員 0.00 人

①0ha

②10,551㎡

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

45

38

1.15 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

37

①植生調査

②みどりの公有地化

里山保全地域等指
定整備事業

151,681千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

市内に残された貴重な緑地を保全し未来のこどもた
ちにふるさと所沢のみどりを継承するため、緑地保
全制度の指定を行い、保全管理計画を策定する。ま
た、相続や開発等により消失の恐れがある緑地につ
いて、土地の取得（寄附受入を含む。）により、公有
地化を行う。

2.30 人
非常勤
特別職

0.00 人

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 23,626千円 22,312千円

緑地購入事務において、関係部署（関東
信越国税局、埼玉県及び庁内関係課）と
連携し事務を進めた。

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

36 45

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

根拠法令

目標設定の考え方・根拠

Ｓ

将来都市像｢所沢発　みどりと笑顔
にあふれる｣まちにしていくために、
緑地保全制度の指定及び公有地
化によるみどりの保全の取り組みを
進める。
また、緑地購入地の増加により、緑
地購入費が増加するため、予算拡
大が必要となる。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

都市緑地法、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条
例、ふるさと所沢の緑地の寄附に関する要綱

152,278千円

重点プロジェクトにおける新たに指定した地域制
緑地の面積（指定替え含む）

指定面積（平成２２年度を基準年度として「０」と
する）

37

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

期間

H28決算額 指標名

期間 1.45 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H6年度～ 12,303千円 臨時職員 0.00 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

12,863千円 臨時職員 0.05 人
①14.39ha

②19.21ha

③1.50ha

H29年度目標 H29実績

将来都市像｢所沢発　みどりと笑顔にあふ
れる｣まちにしていくために、緑地保全制度
の指定及び公有地化によるみどりの保全
の取り組み を進める。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29目標値が未達成の理由・分析

地域制緑地の指定をした緑地（市民の森等）や、市
が買い入れや寄附によって取得した緑地の自然環
境や植生、景観を将来に引き継ぐため、高木の剪
定、不良木の伐採、除草等、適切な維持管理を行
う。また、市民が安全にみどりと触れ合う場を提供す
るため、市民に公開している緑地の園内柵や外周柵
の修繕等を行う。

1.50 人
非常勤
特別職

0.00 人 37 37

年々増加している管理地に対して、委託費が追
いついていないため。

37 35

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 30,463千円 29,341千円

H29決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市市
民の森設置要綱、所沢市市民緑地設置要綱

目標設定の考え方・根拠

Ａ

年々緑地管理面積は増加傾向だ
が、管理費用は削減傾向にある。
その中では上手くやりくりをし、管理
してきた。

H29年度に改善した点

①業者委託による剪定・伐採等
の管理
②みどりのパートナーによる除
草・清掃等の管理
③市民参加による保全管理作
業

管理作業実施面積

業者委託による剪定・伐採等の管理面積＋みど
りのパートナーによる除草・清掃等の管理面積
＋市民参加による保全緑地管理作業面積を指
標とする。

緑地購入事務において、関係部署（関東
信越国税局、埼玉県及び庁内関係課）と
連携し事務を進めた。

H28年度目標 H28実績

H28決算額

36,332千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

指標名

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

緑地管理整備推進
事業

根拠法令 H29予算現額

36,536千円

0.00 人 H30年度目標

H21年度～ 8,909千円 臨時職員 0.00 人

①6回

②2回

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

31 27

31

1.05 人
非常勤
特別職

H29目標値が未達成の理由・分析

「所沢市みどりの審議会」において、みどりの基本計
画に基づく施策や事業の進行管理を行うことにより、
みどりの保全や創出に係る施策や事業等の推進を
図る。

0.55 人
非常勤
特別職

0.00 人 29 27

4,716千円 臨時職員 0.40 人

987千円

①みどりの審議会の開催回数

②ゼネラルマネジャー幹事会の
開催回数

「みどりの基本計画」に掲げる重点プロジェクトの
施策の実施数

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

「みどりの基本計画」に掲げる重点プロジェクト
の施策目標値達成に向けて関係課と調整す
る。
新たな｢所沢市みどりの基本計画｣策定のた
め、平成２９、３０年度で策定作業を行い、平成
３１年度以降は、新しい計画の下で施策を進め
る。

目標設定の考え方・根拠

Ａ

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 442千円

H29決算額（見込み）

都市緑地法、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例 379千円 209千円

｢所沢市みどりの基本計画｣　は、緑
地の保全及び緑化の推進に関する
措置を総合的かつ計画的に実施す
るために、　市が策定するものであ
り、事業を継続していく必要があ
る。
また、みどりの審議会において、み
どりの基本計画に基づく施策や事
業の進行管理を行うことにより、み
どりの保全や創出に係る施策や事
業の推進を図る。

H29年度に改善した点

「みどりの基本計画」に掲げる重点プロジェクト
の施策の実施数

施策の実施状況の検証結果に基づき、今後の
施策の実施、目標値の見直しについて検討し
たほか、施策の関係課に、県の補助事業を紹
介し、事業推進を図った。
また、平成３１年度からの新たな｢所沢市みどり
の基本計画｣策定のための準備作業を行った。

緑地協定等の地域緑化を新規に指定した地区
の目標値は、該当する地区がなかったので、未
達成となった。
駅前広場の緑化、パブリックガーデンの設置
は、未達成となった。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28正規職員
人件費

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

根拠法令 H29予算現額

期間

H28決算額 指標名

みどりの基本計画
推進事業

評価
理由

現状の課題

環境
影響

事業の目的及び具体的な内容

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

経費

投入コスト
会
計

活動実績(H29)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

有 無

有 無

有 無

有 無
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有益
な
もの

有害
な
もの

評価
理由

現状の課題

環境
影響

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

経費

投入コスト
会
計

活動実績(H29)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

公園課長　岩﨑　幸司

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

用地取得については、交渉など非常に難
しい状況となっているが、土地所有者へ丁
寧な説明を行い、継続していく。
施設整備については、平成33年度完成に
向け、未取得用地上には施設を配置しな
いよう計画を見直す。

H29年度に改善した点

0.00 人 H30年度目標

S61年度～ 12,728千円 臨時職員 0.00 人 23.64ha

臨時職員 0.00 人 ①1,197㎡

②キャンプ場・炊事場・植栽工
事

③

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

23.34ha

1.50 人
非常勤
特別職

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

武蔵野の平地林を活用し、市民が自然観察や
散策の場など身近な自然とふれあう環境の保
全と整備を行う。

3.01 人
非常勤
特別職

0.00 人 23.44ha 23.23ha

目標達成済23.34ha

H29決算額（見込み）

都市計画法・都市公園法・都市緑地法 83,491千円 82,911千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 151,045千円 149,946千円
①用地購入

②施設整備

③

所沢カルチャーパー
ク築造事業

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

目標値を達成している。

H29年度に改善した点

取得済用地面積

事業の進捗を図るためには、用地確保が最重
要となることから用地取得面積を目標値として
いる。
取得面積/用地取得面積25.4ha(H33年度目標)

これまで本公園の維持管理作業（下草刈り等）
について、市（現場）職員と委託業者で実施して
いたところであるが、維持管理費削減の観点か
ら、平成29年度は、一部の区域において、試行
的に市職員と市民ボランティアと協働で実施
し、今後の区域拡大に向けて、課題の抽出等を
行った。H28年度目標公園

課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

根拠法令 H29予算現額

25,811千円

期間

期間 1.03 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H11年度～ 8,740千円 臨時職員 0.00 人

20,580千円 臨時職員 0.00 人
①3回

②2,750個

③4園18本

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

46 46

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

公共公益施設を緑化し、街中のみどりを創出するた
め、公共施設に球根を配布し、施設管理者や利用者
による施設緑化を進める。また、市民に花と緑に触
れ合う機会を提供し、緑化の関心を高めるため、所
沢駅前ペデストリアンデッキ・プランターに四季の
花々を植え、維持管理を行う。さらに、保育園の園庭
に植樹を行い、潤いのある木陰づくりを進める。

2.40 人
非常勤
特別職

0.00 人 46 46

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,007千円 2,982千円

H29決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例

みどりにあふれる潤いのある街で
あり続けるため、街の玄関である駅
前広場等の緑化を推進・保全する。
ペデストリアンデッキについては老
朽化等により、色々問題は生じた
が、素早い対応で処理ができた。

H29年度に改善した点

①ペデストリアンデッキ花の植
え替え
②球根配布数

③保育園での植樹

球根配布施設数
地球温暖化対策の一つとして、球根を各施設に
配布している。その施設数を指標としている。 配布施設を拡大した。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

毎年、球根の配布を行うだけの事業となっ
ているため、配るだけではなく、何か一工
夫を加え、公共施設の緑化を進めて行く必
要があると思われる。当課で行っている同
様な事業との統合等も考慮する必要があ
る。46

根拠法令 H29予算現額

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｓ

4,054千円 3,833千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

8,061千円 臨時職員 0.00 人

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

みどりの街並み創
出事業

H29その他職員
従事割合

75 75

100

期間 0.95 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

非常勤
特別職

0.00 人 50 50

7,718千円 臨時職員 0.00 人
①1本

②

③

H29年度目標 H29実績

29,700千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 11,200千円 11,124千円
①詳細設計業務委託

②

③

事業進捗状況率根拠法令
平成３０年度の完成までを１００％とし、平成２７
年度から開始された事業なので、１年を２５％と
して考える。

継続的・効率的に事業を行うため、プロ
ポーザル方式により決定したH28年度の
概略設計業務委託業者に、H29年度の詳
細設計業務も委託した。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29目標値が未達成の理由・分析

本事業の推進にあたって東京都水道局と
の密接な連携が求められることから、東京
都水道局との連絡体制を強化していく必
要がある。

有 無

H28決算額 指標名

狭山湖周辺人道橋
整備事業

目標設定の考え方・根拠

Ａ

成果指標の目標値は毎年達成して
いる。
今後、平成３０年度の完成・開通を
目指し努めていきたい。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例　　　　　 30,000千円

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

狭山湖や狭山丘陵の散策者及び観光客に、みどり
の保全と創出の理解を促すとともに、散策者等が安
全に周遊できるようにするため、散策路整備の一環
として、狭山湖北東部に位置する緑地帯を縦断する
市道5-4号線に景観に配慮した人道橋を整備する。

0.90 人

H29正規職員
人件費

H27年度～H30年度

0.00 人 H30年度目標

4H29年度～H30年度 9,334千円 臨時職員 0.00 人

①6回

②

③

H29年度目標 H29実績

予定したスケジュール管理を行い、みどり
の基本計画策定に向け、着実に準備を行
う。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

5 4

1.10 人
非常勤
特別職

現行の「所沢市みどりの基本計画」が平成30年度に計画
最終年を迎えることから、新たに平成31年度からの計画を
策定するものである。なお、計画期間については、第６次
総合計画と同期間とする。平成29年度はみどりの審議会
で、基礎調査みどりの将来像等について審議を行った。平
成30年度は、みどりの審議会で、引き続き審議を重ね、平
成31年3月末までに新たなみどりの基本計画を策定する。

0.00 人

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

非常勤
特別職

0.00 人 3 3

みどりの基本計画策定に係る審議が、ある程度
順調だったことと、議長の都合により、予定して
いた1回を開催しなかったため。

みどりの審議会において「みどりの基本計画策
定」に係る審議をする会議回数。

みどりの審議会での審議がスムーズに運
び、効率的に検討がすすむよう、事前に議
長と審議内容について打合せを行い準備
した。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

臨時職員 0.00 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

0千円

①みどりの審議会開催回数

②

③

みどりの審議会において「みどりの基本計画策
定」に係る審議をする会議回数

0千円

目標設定の考え方・根拠

Ａ

現行のみどりの基本計画を引き継
ぎ、さらに所沢市の現状のみどりの
特性や生物多様性に配慮した計画
とする。また、基礎調査を分析し、
効果的な指標とし、進捗管理によ
り、みどりの推進につながる計画に
する。

H29年度に改善した点

有

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

所沢市みどりの基
本計画策定事業

0千円

765千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

根拠法令

都市緑地法、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例 1,122千円

期間

H28決算額 指標名

無

有 無

有 無
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有益
な
もの

有害
な
もの

評価
理由

現状の課題

環境
影響

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

経費

投入コスト
会
計

活動実績(H29)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

項目名

■ □ □

実績

評価者

公園課長　岩﨑　幸司

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然課長　奥村　稔

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

登録者数的には達成はしている。しかし、
年配の方々が多いため、今後の世代交代
が問題となってくる。中級講座にも世代交
代問題を取り込んで、参加者に話し合って
もらった。

臨時職員 0.00 人

①5回

②49団体

③3,196千円
期間 0.99 人

非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H24年度～ 8,400千円

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

1368

1000

当市のみどりをより豊かにする市民活動を推進する
ため、みどりの保全及び緑化の推進に関して自発的
かつ実践的な活動を行う個人又は団体を「みどりの
パートナー」として登録し、このパートナーに対して情
報の提供や緑化資材の助成等、育成・支援等を行
う。

0.95 人
非常勤
特別職

0.00 人 1000 1337

1000

8,146千円 臨時職員 0.00 人

5,153千円 3,474千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 8,249千円 6,300千円

H29決算額（見込み）

所沢市みどりのパートナー活動実施要綱、所沢市み
どりのパートナー活動支援事業補助金交付要綱

Ａ

パートナー登録者数的には、目標
値を達成している。知識の底上げ
のための講習会を行い、それなり
の評価を得ているので今後も継続
して開催を行っていきたい。

H29年度に改善した点

①活動講座の開催

②パートナー登録団体数

③みどりのパートナー活動補助
金

みどりのパートナー登録者数

みどりのパートナー登録者数を増やし、みどり
の保全及び創出を推進する事が当事業の目的
となっているため登録者数を指標とする。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

パートナーの底辺拡大のため、平成２７年
度にパートナーの初級講座を行った。平成
２８年度は更なる知識向上のため中級講
座を行なった。平成２９年度は、活動地に
指導員を派遣し、各々の活動地に適した
保全管理方法の習得を図るため、指導を
行った。H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

根拠法令 ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例 H29予算現額

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

13,831千円 臨時職員 0.00 人

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

みどりのパートナー
活動推進事業

H29その他職員
従事割合

3900 1767

3900

期間 1.63 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

非常勤
特別職

0.00 人 2800 2003

12,434千円 臨時職員 0.40 人
①52件

②8,000袋

③1,767名

H29年度目標 H29実績

3,059千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,997千円 2,878千円
①みどりのカーテンコンテスト応
募数
②啓発用種子袋の配布数

③みどりのふれあいウォーク参
加人数

みどりのふれあいウォーク参加人数根拠法令

H29年度に改善した点

ふるさとみどりの啓発事業の中で、最も大きく、
又、市内住民のみならず、近隣市民も参加する
一大イベントとなっているため、参加人数を指標
とする。

コース上にトイレが少ないとの指摘が有っ
たので、２箇所５つのトイレを増設した。
Ｆａｃｅｂｏｏｋによる告知を行った。

イベント当日は気温がかなり高い等といった要
因が挙げられる。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29目標値が未達成の理由・分析

一担当課での開催には限界が有るので、
少しでも共催の箇所を増やしていく。

有 無

H28決算額 指標名

ふるさとのみどり啓
発事業

目標設定の考え方・根拠

B

みどりのふれあいウォーク参加者
数は、３年連続で目標を下回ってし
まったが、共同開催の西武鉄道か
らは、単体で2,000人を超える規模
のウォークで成功している例はあま
り無いと高評価を頂いている。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市緑
の基金条例

3,772千円

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

本市のブランドである豊かなみどりの保全に対する
市民の理解と意識の向上を図るため、「みどりのふ
れあいウォーク」を開催する。また、イベントの際に
緑の募金運動を実施し、市民から寄附金を募る。さ
らに、夏場の省エネ対策として「みどりのカーテン」を
市民に広く実施してもらうため、朝顔とゴーヤの種子
袋を配布するとともに、みどりのカーテンコンテストを
開催する。

1.45 人

H29正規職員
人件費

H18年度～

期間 0.45 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H27年度～ 3,818千円 臨時職員 0.00 人

臨時職員 0.00 人
①20公園2緑地

②132灯

③

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

20公園2緑地 20公園2緑地

35公園2緑地

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

マチごとエコタウン推進基金を活用し、マチごとエコ
タウン所沢構想の趣旨に沿って市が管理する公園
灯に関してLED化を図ることにより市域における温
室効果ガスの削減及び公園灯に係る消費電力の抑
制、維持管理費用の削減が見込まれることから実施
する。

0.20 人
非常勤
特別職

0.00 人 5公園 5公園

目標達成済

H29決算額（見込み）

マチごとエコタウン所沢構想 24,217千円 15,563千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 7,226千円 6,437千円
①LED化した公園数

②LED化した公園灯数

③

公園灯LED化公園数

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

目標値を達成している。

H29年度に改善した点

温室効果ガスの削減、消費電力の抑制、維持
管理費用の削減のため、LED化した公園数を目
標値としている。
公園灯LED化公園数164公園(H32年度目標)

無し

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

年度計画に基づき事業を実施しているが、公園
灯の老朽化が進んでいる公園も多いことから、
設備の状況なども考慮し、効率的・効果的に事
業を実施し、平成32年度に全公園のLED化を
目指す。また、事業効果を早期に発現させるた
め、各年度において早期の工事発注に努める
必要がある。

公園
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

公園灯ＬＥＤ化改修
事業

根拠法令 H29予算現額

1,715千円

有 無

有 無


